
‐現在までの検討内容について‐

2019年2月7日

第４回

学研北生駒駅中心地区まちづくり事業計画会議

自然 知 夢 がはばたく 北生駒

～過去から未来へ伸びゆくまち 地域に根を張りつながるまち～

資料１



取組経過

→ 中心地区全体

→ 中心地区内の市街化調整区域

→ 市街化調整区域内のコアメンバー

会議体 事業計画会議

第3回事業計画会議

H29.11.28

第5回 まちづくり検討

H30.2.22

まちづくりを進める会①

H30.5.9

まちづくりを進める会②

H30.6.6

H30.7.19

まちづくりを進める会③

H30.12.4

まちづくりを進める会④

第4回事業計画会議

H31.2.7
本日

勉強会：土地区画整理事業

H30.6.27

前回

まちづくり検討

まちづくりを進める会
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第5回

市街化調整区域におけるまちづくりの検討について

■平成30年2月22日（木）18時半～20時

■北コミュニティセンター

第5回 まちづくり検討

〈内容〉

１ 生駒市のとりまく状況の確認

２ 学研北生駒駅中心地区の土地利用イメージを用いた検討

３ 今後の検討手順についての意見交換
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○生駒市全体の状況
・人口増加の鈍化、人口減少社会の到来

・少子高齢化の進行

・空き家の増加

・地域消費の低さ

・女性就業率の低さ

１ 生駒市をとりまく状況について

第5回 まちづくり検討

○北部地域の状況
・学研高山地区第2工区のまちづくり

・学研北生駒駅周辺の魅力ある拠点整備について

※ 生駒市の人口…2万人減少する予測（2015→2040年）

国立社会保障・人口問題研究所の2018年の統計より

4



２ 学研北生駒駅中心地区の土地利用イメージ

を用いた検討

土地利用イメージ案（A案・B案）の提示（別紙）

。

第5回 まちづくり検討
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•

•

•

•

•

主な意見

第5回 まちづくり検討

• 2

•

•

松村先生からのコメント

A案・B案について

•

•

•

•
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コアメンバーによる距離の近いコンパクトな体制で検討を進めていく

コアメンバーで議論する事項（案）

•

•

•

•

確認事項

•

•

３ 今後の検討手順について
決定

第5回 まちづくり検討

→ 「学研北生駒駅地区まちづくりを進める会」
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学研北生駒駅地区まちづくりを進める会①～④

〈内容〉

１ 情報共有手段の検討

２ 調整区域メンバーの名簿作成

３ 造成イメージ(案)を用いた事業

推進上の課題確認

４ 土地区画整理事業の勉強会

第1回

第2回

勉強会

第3回

第4回

まちづくりを進める会①～④
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18時半～20時半

19時～20時

19時～21時

19時～20時半

19時～20時半

平成30年5月 9日 （水）

平成30年6月 6日 （水）

平成30年6月27日（水）

平成30年7月19日（木）

平成30年12月4日（火）



１ 情報共有手段

まちづくりを進める会①～④

9

「学研北生駒駅中心地区まち

づくりを進める会」より発行



地権者情報をリスト化した名簿を作成

注意事項

提出状況

18名 ／ 32名

未提出の方は、引き続きご提出をお待ちしております。

２ 調整区域メンバーの名簿作成

まちづくりを進める会①～④

31 1
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３ 造成イメージ(案)を用いた事業推進上の課題確認

まちづくりを進める会①～④
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参加者からの主な意見と確認事項

① 設計地盤の高さについて

本地区の残土を活用できないか

事業採算性と効率的な土地利用の両立が

難しい 開発区域を考えていく

② 移動導線について

③ 景観について

・周辺の緑地や自然景観との調和が重要。

歴史的な背景も十分に踏まえたい
。

まちづくりを進める会①～④
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勉強会：土地区画整理事業

内容

４ 専門家による土地区画整理事業の勉強会

開催概要

30 6 27 19 21

主な質問

・ 事業を進めていくには、地権者のどの程度の合意形成が必要となるか？

2/3
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まちづくり事例紹介

コトニアガーデン新川崎

（神奈川県川崎市）

昭和株式会社

資料２



はじめに

学研北生駒駅中心地区は“学研都市の玄関口”として、生駒

市北部地域の“地域拠点”として、地域の顔となり、地域の生

活や交流を支援する機能が集約された拠点づくりが期待され

ています。

今回ご紹介のまちづくり事例は、多様で魅力ある機能の集積、

まちなか居住の推進など、

「地域ににぎわいをもたらすコミュニティ拠点」

として整備された実例であり、まちづくり構想の駅前にふさわ

しい施設イメージのひとつとしてご覧ください。
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コトニアガーデン新川崎は、ＪＲ東日本の社宅跡地を使い、

“多世代交流型まちづくり”をテーマに掲げ、地域やまち、

多世代の交流を育む広場と、広場を取り囲む賃貸住宅・

店舗・高齢者福祉施設・認可保育園を一体開発し、開業

後には地域に開かれたイベントなどを通じて、多世代が

交流できる、地域に根差したまちづくりをすすめています。
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各施設 階数 延床面積

賃貸住宅 ５階建 約３,９００㎡

店舗（２棟）
Ａ：物販・飲食・サービス ３階建 約１,６５０㎡

Ｂ：医療・学童等 ３階建 約１,０５０㎡

高齢者福祉施設（介護付優良老人ホーム等） ４階建 約４,７５０㎡

認可保育園 ２階建 約６５０㎡

計 約１２,０００㎡

■計画概要

名 称

所 在 地

構 成

開 業

敷地面積

延床面積

施設概要

コトニアガーデン新川崎

神奈川県川崎市幸区北加瀬２丁目

賃貸住宅、店舗、高齢者福祉施設、認可保育園、広場

２０１８年４月

約１１,６００㎡

約１２,０００㎡

事 業 主

運営会社

（株）ＪＲ東日本都市開発

賃貸住宅・店舗：（株）ＪＲ東日本都市開発

高齢者福祉施設：（株）エヌアールイーサービス

認可保育園：ライクアカデミー（株） 4



■位置図
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■全体配置図
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■竣工後配置図

←エントランス

店舗Ａ

店舗Ｂ

賃貸住宅

認可保育園

高齢者福祉施設
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EAST棟

WEST棟
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SOUTH棟

EAST棟 WEST棟

EAST棟 WEST棟 SOUTH棟
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■芝生ひろば ■賃貸マンションと高齢者福祉施設に囲まれた広場空間
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■その他（コミュニティ活動ほか）

わくわくガーデンやよいテラス芝生ひろば付近

キッチンガーデン
（ジャガイモの収穫）

にじいろテラス
（パンジーの植え付け）

芝生ひろば
（神輿パレード）
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会

議

運

営

事
業
計
画
（案
）等
作
成

H31年度Ｈ30年度

学研北生駒駅中心地区 スケジュール案（区画整理事業を想定）

事
業
計
画
（素
案
）作
成

調整区域検討会（税制等に関する勉強会）

事例視察

準備組合設立に向けた勉強会等 準
備
組
合
設
立

道路・広場に
係る条件提示

土地利用方針・ゾーニング等の検討

土
地
利
用
構
想
作
成

協
議
会
に
適
宜
報
告
・確
認

基本計画（案）等の検討

協
議
会
設
立

事業計画会議（土地利用構想検討等）

土
地
利
用
構
想
に
つ
い
て

意
向
を
確
認

平成29年11月28日会議資料（再掲） 資料３まちづくり事例紹介 ～事業推進の流れ～
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■土地区画整理事業（組合施行）を想定した場合

資料３まちづくり事例紹介 ～事業推進の流れ～
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